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科学技術振興機構報 第１５４３号 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 

 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課）  

URL https://www.jst.go.jp  
 

ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム 

「材料（マテリアルズ・インフォマティクス）」および 

「環境（海洋科学と気候変動）」分野における新規課題の決定について 

ＪＳＴ（理事長 濵口 道成）は、戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ） 

ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラムにおいて新規課題を決定しました（別紙１、２）。 

このたびＪＳＴは４ヶ国４機関のファンディングエージェンシー（別紙３）と共同で、

「材料（マテリアルズ・インフォマティクス）」分野（以下、材料分野）および「環境（海

洋科学と気候変動）」分野（以下、環境分野）の共同研究課題の募集を行いました。 

今回の共同研究課題の募集は、令和２年１２月１５日～３月２９日に実施され、材料分

野で１１件、環境分野で２０件の応募があり、参加国の専門家（日本評価委員については

別紙４）の評価、ファンディングエージェンシーによる協議により選定された材料分野４

件、環境分野４件の採択を決定しました。研究実施期間は３年間を予定しています。 
 

ＪＳＴ 戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）のうち、多国間の国際共同研究を推進

するプログラムの１つである「ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム」は、東アジアサミット参加国に

おいて、科学技術分野の研究開発力の強化を目指し、研究交流を加速するとともに、アジア諸国が

共通して抱える課題の解決を目指し、国際共同研究を実施する事業です。 

本プログラムではメンバー国のうち３ヶ国以上による国際共同研究を実施しています。参加国

が合意した分野における共同研究を通じて、地域課題の解決や経済発展、人材育成に寄与していき

ます。 

ＵＲＬ https://www.the-easia.org/jrp/ 
 
＜添付資料＞ 

別紙１：ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム「材料（マテリアルズ・インフォマティクス）」

分野 採択課題一覧 

別紙２：ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム「環境（海洋科学と気候変動）」分野 採択課題

一覧 

別紙３：ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム ファンディングエージェンシー一覧 

別紙４：ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム 日本側評価委員一覧 

参 考：ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム 募集概要 
 
＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 国際部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

佐藤 正樹（サトウ マサキ） 

Tel：03-5214-7375 Fax：03-5214-7379 

E-mail：easiajrp[at]jst.go.jp 
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ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム 

「材料（マテリアルズ・インフォマティクス）」分野 採択課題一覧 

 

共同研究課題 研究代表者・所属・役職 共同研究課題概要 

データ駆動に

よる金属積層

構造の力学特

性設計 

（日本） 

榎 学 教授 

東京大学 大学院工学系研

究科 

本研究は、種々の計算シミュレーションと

情報科学的手法を統合したデータ駆動アプ

ローチによる金属積層構造の力学特性の最

適設計を目的とする。 

具体的には、日本側チームは計算と情報科

学を融合させた構造材料設計の新たな手法

の開発を行い、シンガポール側チームはナノ

スケールの計算とメゾスケールの計算を融

合させたマルチスケール解析手法の開発を

行い、インドネシア側チームは実際に実験に

より金属積層デバイスの力学特性評価、およ

び特性発現機構の解析を行う。 

３ヶ国のチームによる共同研究を通して、

実験データ・計算シミュレーション・情報科

学的手法を統合した新たな金属積層構造の

材料開発手法の構築、およびその応用として

柔軟性に優れた新たな金属電子デバイスの

開発への発展が期待される。 

（シンガポール） 

マーク ジョン 上席研究

員 

シンガポール科学技術研 

究庁 ハイパフォーマンス

コンピューティング研究

所 

（インドネシア） 

フェルギアント グナワン 

准教授 

ビーヌス大学 生産工学部 

触媒・電池応

用に向けたハ

イエントロピ

ー合金材料の

理論的設計 

（日本） 

清水 康司 助教 

東京大学 大学院工学系研

究科 

本研究は、触媒・電池応用に向けたハイエ

ントロピー合金（ＨＥＡｓ）の計算機での設

計を目指す。新規の多元素材料であるＨＥＡ

ｓの性質の理解は、その産業応用の可能性を

開く。原子レベル計算とマテリアルズ・イン

フォマティクス（ＭＩ）を活用し、ＨＥＡｓ

の物性の解明と高機能材料の設計を行う。 

具体的には、日本側チームは第一原理計算

に基づく機械学習ポテンシャルによる反応

過程の解析、フィリピン側チームは吸着分子

と構造の関係解明のためのＭＩ開発、シンガ

（フィリピン） 

アラン アブラハム パダ

マ 教授 

フィリピン大学ロスバニ

オス校 数理科学・物理 

学研究所 

別紙１ 
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共同研究課題 研究代表者・所属・役職 共同研究課題概要 

（シンガポール） 

テック レオン タン 副

部長 

シンガポール科学技術研

究庁 ハイパフォーマンス

コンピューティング研究

所 

ポール側チームは安定構造のハイスループ

ット探索、タイ側チームはモンテカルロ法に

よる粒界の性質の調査を行う。 

４ヶ国の協調的かつ相補的な研究から、Ｈ

ＥＡｓの原子レベルの包括的理解が得られ

ると期待される。さらに、若手主導の本共同

研究を通じてアジアの連携強化が期待でき

る。 （タイ） 

トンジャイ チョーカジョ

ン 研究員 

タイ国立科学技術開発庁

国立金属材料技術センタ

ー機能性合金・製造研究チ

ーム 

原子層・トポ

ロジカル物質

における高性

能熱電材料の

データ駆動型

計算デザイン 

 

（日本） 

石井 史之 准教授 

金沢大学 ナノマテリアル

研究所 

本研究は、二次元（２Ｄ）物質およびト

ポロジカル物質からフレキシブルな高効率

熱電材料を設計することを目的としてい

る。 

日本側チームは、密度汎関数法によるハ

イスループット計算によって、横熱電効果

（異常なネルンスト効果）を考慮した熱電

能を予測する。タイ側チームは、日本側と

インドネシア側のチームが計算機シミュレ

ーションで使用する実験データを提供し、

日本側とインドネシア側のチームからの提

案に基づいてデバイスを製造する。インド

ネシア側チームは、熱電特性を高精度で予

測するための計算手法を開発する。 

この３ヶ国間の共同研究および補完的研

究によって、２Ｄおよびトポロジカル材料

からより多くの熱電材料が非常に効率的に

見つかることが期待される。 

（タイ） 

トサワット シータワン 

講師 

ラーチャパット大学 サコ

ンナコン校 理工学部 

（インドネシア） 

メラニア スウェニ ムン

ティニ 講師 

セプルフノペンベル工科

大学 理学部 

マルチスケー

ルシミュレー

ションによる

二酸化炭素リ

サイクル反応

（日本） 

森川 良忠 教授 

大阪大学 大学院工学研究

科 

本研究は、地球温暖化というグローバル

な問題の解決に貢献するため、電子状態理

論や機械学習法などマルチスケール計算機

シミュレーション手法と実験的手法を駆使

して、ＣＯ２の貯蔵や還元、燃料電池に関す
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共同研究課題 研究代表者・所属・役職 共同研究課題概要 

過程の解明と

デザイン （インドネシア） 

スプリジャディ 教授 

バンドン工科大学 数学自

然科学科 

る反応素過程を解明し、その知見をもとに

より望ましいＣＯ２リサイクルに関する新規

材料の提案を目指す。 

具体的には、日本側チームはマルチスケ

ールシミュレーションを開発・駆使してＣ

Ｏ２の還元反応や燃料電池電極触媒反応過程

の解明と触媒材料のデザインを行い、イン

ドネシア側チームはＣＯ２貯蔵材料の実験的

および理論的研究を、タイ側チームはＣＯ２

の電気化学的反応過程の実験的研究を行

う。 

３ヶ国のチーム連携による共同研究を通

してＣＯ２リサイクルに関連した新規材料を

提案、地球温暖化問題の緩和に資することが

期待される。 

（タイ） 

ジューンジャイ パンプラ

ノート 教授 

チュラロンコン大学 化学

工学科 

※氏名に下線のある研究者が研究チームリーダー 
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ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム 

「環境（海洋科学と気候変動）」分野 採択課題一覧 

 

共同研究課題 研究代表者・所属・役職 共同研究課題概要 

環境ＤＮＡメ

タバーコーデ

ィングを用い

たインド太平

洋マングロー

ブ域の動物多

様性の気候変

動下における

脆弱性評価 

（日本） 

梶田 忠 教授 

琉球大学 熱帯生物圏研究

センター 

本研究は、マングローブ生態系の生物多

様性を環境ＤＮＡメタバーコーディングと

種分布モデルによって観測・解析すること

で、生物多様性の現状を把握し、気候変動

下における変化を予測することを目的とす

る。 

具体的には、日本側チームが主幹国とな

って共同研究体制を構築し、各国がそれぞ

れ現地調査と採水サンプリングを行って、

日本でメタバーコーディング解析を実施す

る。各観測地点から得られた魚類と底生生

物を中心とする種多様性データを種分布モ

デルで解析することで、過去・現在・未来

の分布適地を推定し、気候変動に対する種

の分布域の変化を推測して脆弱性の評価指

標とする。 

補助事業対象である３ヶ国のチームと他

の国際共同研究事業との連携で、インド－太

平洋地域の広い範囲で生物種の情報を取得

することができる。 

（インドネシア） 

モハマド バシュニ 教授  

北スマトラ大学 マングロ

ーブ研究センター 

（フィリピン） 

ヴィーナス レオパルダス

准教授  

ミンダナオ州立大学ナア

ワン校 海洋生物学環境科

学部 

コーラルトラ

イアングルと

その周辺域に

おける社会－

生態系統合シ

ステムの気候

変動に対する

レジリエンス

強化 

（日本） 

諏訪 錬平 主任研究員 

国際農林水産業研究セン

ター 

本研究は、コーラルトライアングルおよ

びその周辺の沿岸域における社会－生態系

統合システムのレジリエンス強化策の構築

を目的とする。 

具体的には、日本側チームは革新的なモ

デル体系開発や先端的リモートセンシング

手法適用、新たなｓｉｌｖｏ－ｆｉｓｈｅ

ｒｙ手法開発を主導し、フィリピン側チー

ムはそれらを巨大台風来襲域やｓｉｌｖｏ

－ｆｉｓｈｅｒｙによる放棄養殖池再生域

に適用・検証する 。インドネシア側チーム

は 、地盤沈下による相対的海面上昇とマン

グローブ伐採による複合効果で海岸侵食が

深刻になっている沿岸域などへの適用を検

証するとともに、包括的生態系サービス向

上策の提言のための調査を行う。 

３ヶ国のチームによる共同研究を通して、

（フィリピン） 

レネ ロロン 教授 

フィリピン大学 ディリマ

ン校 環境科学・気象学研

究所 

（インドネシア） 

アナルディン 教授  

ハルオレオ大学 生態学・

保全 

別紙２ 
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共同研究課題 研究代表者・所属・役職 共同研究課題概要 

 

増大する気候変動リスクに晒されているこ

のエリアの包括的なレジリエンス強化策の

提言が期待される。 

西部太平洋に

おける海洋熱

波：検出およ

びメカニズム

と珊瑚礁生態

系への影響 

（日本） 

須賀 利雄 教授 

東北大学 大学院理学研究

科 

本研究は、西部太平洋において、海水温

の異常高温現象である海洋熱波ＭＨＷを検

出し、その発生メカニズムとサンゴ礁生態

系へ影響を解明することを目的とする。 

インドネシア側チームは、主に人工衛星

による高解像度海面水温データを用いた海

洋熱波の詳細な検出を行い、日本側チーム

は主に検出された海洋熱波の発生メカニズ

ムの解明に大気海洋の物理過程の側面から

取り組み、フィリピン側チームは主に海洋

熱波のサンゴ礁生態系への影響の解明に取

り組む。 

共同研究を通して各地域の特性を踏まえ

た海洋熱波の検出からメカニズム解明とそ

のサンゴ礁生態系への影響評価までをシー

ムレスに推進し、地域のニーズに即した海

洋熱波とその影響の理解が進むと期待され

る。 

（インドネシア） 

アニンディア ウィラサト

リア 准教授 

ディポネゴロ大学 水産・

海洋科学部 

（フィリピン） 

マリア バネッサ バリア 

ロドリゲス 助教 

フィリピン大学 海洋科学 

研究所 

代替魚油を生

産する炭素循

環システムの

構築と健康に

有益な水産、

家禽産物の生

産への応用 

（日本） 

中井 智司 教授 

広島大学 大学院先進理工

系科学研究科 

本研究は、ドコサヘキサエン酸やエイコ

サペンタエン酸(ＤＨＡやＥＰＡ)といった

多価不飽和脂肪酸(ＰＵＦＡｓ)を生産する

スラウストキトリッドを食品・飲料の製造

廃棄物や排水を用いて培養し、そのバイオ

マスを代替魚油として水産物や家禽産物の

生産に利用する「炭素循環」の実現を図

る。 

各国チームが同微生物株を単離し、ＰＵ

ＦＡｓ生産を促進する培養条件を見いだす

とともに、廃棄物や排水を用いながらも滅

菌処理を伴わない培養法を確立する。日本

側チームはＰＵＦＡｓ生産促進機構を把握

（インドネシア） 

ソプリアント 教授 

スラバヤ工科大学 産業化

学工学科 
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共同研究課題 研究代表者・所属・役職 共同研究課題概要 

（フィリピン） 

ベロニカ ミゴ 教授 

フィリピン大学 ロスバニ

ョス校 化学工学科 

してバイオマスを生産、これを家禽産物の

生産に利用する。インドネシア側チームは

バイオマスからのＰＵＦＡｓ抽出と抽出物

のエビ養殖への利用、抽出残さや培養廃液

からのバイオガス生産、フィリピン側チー

ムは魚やエビなど水産養殖へのバイオマス

の直接利用を行う。 

こうしたチーム間の連携により、同微生物

を利用した代替魚油生産の社会実装を促す。 

※氏名に下線のある研究者が研究チームリーダー 
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ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム ファンディングエージェンシー一覧 

 

「材料（マテリアルズ・インフォマティクス）」分野 

国名 ファンディングエージェンシー名 

日本 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

インドネシア インドネシア教育文化研究技術省 (ＤＩＫＢＵＤＲＩＳＴＥＫ) 

フィリピン フィリピン科学技術省 (ＤＯＳＴ) 

シンガポール シンガポール科学技術研究庁（Ａ＊ＳＴＡＲ） 

タイ タイプログラムマネジメントユニットＢ（ＰＭＵ－Ｂ） 

 

「環境（海洋科学と気候変動）」分野 

国名 ファンディングエージェンシー名 

日本 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

インドネシア インドネシア教育文化研究技術省 (ＤＩＫＢＵＤＲＩＳＴＥＫ) 

フィリピン フィリピン科学技術省（ＤＯＳＴ) 

 

インドネシア教育文化研究技術省 

ＵＲＬ： https://dikti.kemdikbud.go.id/ 

 

フィリピン科学技術省 

ＵＲＬ： http://pcieerd.dost.gov.ph/ 

 

シンガポール科学技術研究庁 

ＵＲＬ：https://www.a-star.edu.sg/ 

 

タイプログラムマネジメントユニットＢ 

ＵＲＬ： https://www.nxpo.or.th/B/ 
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ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム 日本側評価委員一覧 

 

「材料（マテリアルズ・インフォマティクス）」分野 

氏名 所属・役職 備考 

玉田 薫 九州大学 副学長／先導物質化学研究所 主幹教授 研究主幹 

毛利 哲夫 北海道大学 名誉教授 アドバイザー 

岡部 朋永 東北大学 大学院工学研究科 教授 アドバイザー 

徐 一斌 
物質・材料研究機構 統合型材料開発・情報基盤部門 

副部門長 
アドバイザー 

小口 多美夫 
大阪大学 大学院基礎工学研究科 附属スピントロニ

クス学術連携研究教育センター 特任教授 
アドバイザー 

 

「環境（海洋科学と気候変動）」分野 

氏名 所属・役職 備考 

肱岡 靖明 国立環境研究所 副センター長 研究主幹 

多部田 茂 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 教授 アドバイザー 

藤枝 繁 鹿児島大学 総合科学域総合研究学系 特任教授 アドバイザー 

迫田 章義 放送大学 教養学部 教授 アドバイザー 

笹木 圭子 九州大学 大学院工学研究院 教授 アドバイザー 

中田 薫 水産研究・教育機構 理事 アドバイザー 

竹山 春子 早稲田大学 理工学術院 教授 アドバイザー 

牧野 光琢 東京大学 大気海洋研究所 教授 アドバイザー 

三村 信男 茨城大学 特命教授 アドバイザー 

櫻井 玄 農業・食品産業技術総合研究機構 主任研究員 アドバイザー 

藤井 賢彦 北海道大学 大学院環境科学院 准教授 アドバイザー 
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ｅ－ＡＳＩＡ共同研究プログラム 募集概要 

 

（１）募集要件 

公募参加国のうち日本を含め３ヶ国以上の共同研究 

 

（２）応募資格（日本側） 

日本国内の大学や研究機関、企業などで研究に従事している研究者 

 

（３）研究実施期間 

約３年間（３６ヵ月） 

 

（４）研究予算額（ＪＳＴ側） 

１課題あたり、総額として上限３５１０万円（直接経費の３０パーセントの間接経費

を含む）を上限とする 

 

（５）評価方法 

日本を含む公募参加国から選出された各国の専門家による評価および各ファンディ

ングエージェンシーによる協議 

 

（６）評価基準（ＪＳＴ側） 

１）東アジア地域の課題解決など事業の趣旨および対象分野への適合性 

２）研究代表者の適格性および現在の研究活動の関連性 

３）研究の有効性および共同研究国間の相互利益・相乗効果 

４）研究計画の妥当性 

５）（人的）交流の有効性および継続性 

６）（人的）交流計画の妥当性 

 

以上 

参考 


